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このドキュメントでは、製品の概要、サポートされるコンポーネント、新しい機能、互換性情

報、使用上のガイドライン、既知の問題と制限事項など、Cisco Crosswork Infrastructure 4.4.xに
関する情報を提供します。

概要

Cisco Crossworkインフラストラクチャは、マイクロサービスベースのプラットフォームであ
り、Crossworkアプリケーションの実行に必要な基盤となります。拡張性、スケーラビリティ、
高可用性を実現するクラスタアーキテクチャを採用しています。

以降、このドキュメントでは Cisco Crossworkインフラストラクチャを「Cisco Crosswork」と
呼びます。

（注）

インストール、設定、および管理の手順については、次のドキュメントを参照してください。

• Cisco Crosswork Infrastructure 4.4およびアプリケーションインストールガイド

• Cisco Crosswork Infrastructure 4.4およびアプリケーションアドミニストレーションガイド

コンポーネント

Cisco Crossworkは、Cisco Crosswork Network Controllerソリューションとそのコンテンツをサ
ポートしています。
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説明バージョン製品

エンドツーエンドのネットワークのプロアクティ

ブな管理を可能にし、インテントベースのクロー

ズドループ自動化ソリューションを提供して、

イノベーションの迅速化、最適なユーザーエク

スペリエンス、優れた運用性を実現する統合ソ

リューション。デバイスとサービスのインベン

トリ、トポロジの可視化、およびサービスのプ

ロビジョニングのための統一されたユーザーイ

ンターフェイスが提供されます。

Cisco Crosswork Network Controllerソリューショ
ンは、EssentialsまたはAdvantageパッケージと
してバンドルされています。詳細については、

次の表を参照してください。

4.1.0Cisco Crosswork Network
Controller

Cisco Crosswork Network Controllerのパッケージ

Cisco Crosswork Network Controllerソリューションは、2つのパッケージとして配布されます。

表 1 : Cisco Crosswork Network Controllerパッケージ

バー

ジョン

説明目次パッケージ

4.1.0ネットワーク状態のクローズドループ追跡を提

供し、ネットワーク状態の変化に応じてネット

ワークをリアルタイムで最適化するアプリケー

ション。これにより、オペレータは、ネットワー

ク容量の使用率を適切に最大化し、サービス速

度を向上させることができます。

Cisco Crosswork
Optimization
Engine

CiscoCrosswork
Network
Controller
Essentials

4.1.0論理マップと地理マップでトポロジとサービス

の可視化を可能にする Crosswork Network
Controllerのコンポーネント。

CiscoCrossworkア
クティブトポロジ
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バー

ジョン

説明目次パッケージ

4.1.0ネットワーク状態のクローズドループ追跡を提

供し、ネットワーク状態の変化に応じてネット

ワークをリアルタイムで最適化するアプリケー

ション。これにより、オペレータは、ネットワー

ク容量の使用率を適切に最大化し、サービス速

度を向上させることができます。

Cisco Crosswork
Optimization
Engine

CiscoCrosswork
Network
Controller
Advantage

4.1.0論理マップと地理マップでトポロジとサービス

の可視化を可能にする Crosswork Network
Controllerのコンポーネント。

CiscoCrossworkア
クティブトポロジ

4.1.0環境のサービスレベルビューをオーバーレイし、

オペレータが、自分で確立したルールに基づい

てサービス（たとえば、L2/L3 VPN）が正常か
どうかを簡単にモニターできるようにするCisco
CrossworkNetworkControllerのコンポーネント。

Cisco Crosswork
Service Health

4.4.0リアルタイムで重要業績評価指標（KPI）のモニ
タリング、アラート、およびトラブルシューティ

ングを実行するアプリケーション。Cisco
Crosswork Health Insightsは、プログラム可能な
モニタリングと分析を実現にし、動的検出モ

ジュールと分析モジュールを構築して、オペレー

タがユーザー定義のロジックに基づいてネット

ワークイベントを監視しアラートを生成するこ

とを可能にします。

Cisco Crosswork
Health Insights

4.4.0ネットワークに変更を展開するプロセスを自動

化するアプリケーション。組み込みの Ansible
Playbookを使用してオーケストレーションを定
義し、設定変更を Cisco Network Services
Orchestrator（NSO）にプッシュしてネットワー
クに展開します。

Cisco Crosswork
ChangeAutomation

4.1.0デイゼロ設定のオンボーディングとプロビジョ

ニングを合理化し、より少ない運用コストで

IOS-XRおよび IOS-XEデバイスをより迅速に展
開する Cisco Crosswork Network Controllerのコン
ポーネント。

CiscoCrossworkゼ
ロタッチプロビ

ジョニング

4.1.0インベントリ、障害、およびソフトウェアイメー

ジ管理（SWIM）機能を使用して、詳細なインベ
ントリ収集、アラーム管理、およびイメージ管

理を提供する機能のライブラリ。

Cisco Element
Management
System（EMS）
サービス
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新機能

次の表に、Cisco Crosswork Infrastructure 4.4.xで導入された新しい主な特徴と機能を示します。

Cisco Crosswork 4.4リリース以降、Crosswork展開は Cisco CSPプラットフォームでサポートさ
れなくなりました。詳細については、「End-of-Life Announcement for the Cisco Cloud Services
Platform Operating System」を参照してください。

表 2 : Cisco Crosswork Infrastructure 4.4.xの新しい特徴と機能

新着情報機能

• CiscoCrossworkをバージョン4.4にアップグレードするための
サポートが提供されました。

• FQDN Syslogの収集のためのサポートが提供されました。

•アプリケーションのためにイベントおよびアラームフレーム
ワークの収集のサポートが提供されました。

•クラスタ内の既存のVMノードまたは最近追加されたワーカー
ノード間でリソースを再割り当てすることにより、過剰に使

用されるVMノードを再調整するサポートが提供されました。

• Cisco Crossworkでデータのみのバックアップを作成するため
のサポートが提供されました。

•長期的なデータ保持のためのサポートが提供されました。

• NSOプロバイダーのポリシー詳細を編集するためのプロビジョ
ニングなど、Cisco NSO Layered Service Architecture（LSA）展
開との統合のためのサポートが提供されました。

• AmazonWeb Services Elastic Cloud Compute（AWSEC2）プラッ
トフォームに Cisco Crossworkを展開するためのサポートが提
供されました。

AWS EC2での Crosswork展開は限定リリースで
す。サポートが必要な場合は、シスコ製品管理チー

ムにお問い合わせください。

（注）

コアインフラストラク

チャ
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新着情報機能

パケットネットワークのサービス主導ワークフローを有効にする

ために、Cisco Element Management System（EMS）サービスが
Crosswork Network Controller Advantageパックにバンドルされてい
ます。EMS機能には、インベントリ、障害、およびソフトウェア
イメージ管理（SWIM）が含まれます。

•インベントリサービスにより、詳細なインベントリ収集とCisco
Crossworkのデバイスライフサイクル管理（DLM）が統合され
ます。これにより、既存のデバイスオンボーディングワーク

フローが強化され、デバイスに関する分析情報がより多く収

集されます。ユーザーがCrossworkDataGatewayにデバイスを
接続する場合、組み込みのデバイスパッケージによって詳細

なインベントリ収集が可能になります。コレクションはデー

タベースに保持され、インベントリ APIを使用してモニター
されます。

•障害サービスは、アラーム管理に関連付けられます。これに
より、トポロジ可視化サービスのアラームのサブスクリプショ

ン、要求、取得、および自動クリアの APIサポートが提供さ
れます。障害サービスでは、障害 APIを使用したモニタリン
グによって、デバイスとリンクのアラームステータスを表示

することで、既存のトポロジ表示が改善されます。

• SWIMは Crosswork Change Automationと統合され、SWIMAPI
で管理されます。これにより、オペレータは、ソフトウェア

イメージを表示、インポート、および削除でき、またネット

ワーク内のデバイスにソフトウェアイメージをプッシュでき

ます。SWIMによって、コンプライアンスが改善され、アッ
プグレードが促進され、ネットワークエンジニアのエクスペ

リエンスが向上します。

Cisco ElementManagement
System（EMS）サービス
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新着情報機能

• LDAP Active Directoryおよびセキュア LDAPのサポートが提
供されました。

•追加のTACACS構成オプションのサポートが提供されました。

•追加の x509認証方式のサポートが提供されました。

•ローカルデータベース認証よりも外部認証サーバーが優先さ
れるようになりました。

•アクティブなユーザーセッションを表示および終了できるよ
うになりました。

•すべてのAAA操作をキャプチャするための監査ログが提供さ
れました。

• CrossworkUIからローカルパスワードポリシーを構成するため
のサポートが提供されました。

•ユーザーが Crosswork UIでアクション（ログアウト操作を含
む）の監査ログを表示できるようになりました。

•並列セッションの最大数を超えたときにユーザーに警告する
ための通知が追加されました。

•アイドル状態のすべてのユーザーを自動的にログオフするた
めに使用されるアイドルタイムアウト値を構成できるように

なりました。

詳細については、『Cisco Crosswork Infrastructure 4.4 and Applications
Administration Guide』の「Manage System Access and Security」の章
を参照してください。

AAA/RBAC

互換性に関する情報

次の表に、テスト済みで、CiscoCrossworkと互換性があることがわかっているソフトウェアの
バージョンを示します。インストールの詳細な要件については、『CiscoCrosswork Infrastructure
4.4 and Applications Installation Guide』を参照してください。
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サポートされるバージョンソフトウェア

（Software）

• Cisco IOS XR：6.5.3、6.6.3、7.1.2、7.2.1、7.3.1、7.3.2、7.4.1、
7.5.2、7.7.1

• Cisco IOS XE：17.4.1、17.5.1、17.6.1、17.7.1、17.8.1

• Cisco NX-OS：9.2.1、9.3.1、10.2(3)

Ciscoオペレーティング
システム

これはアプ

リケーショ

ンレベルの

互換性で

す。

（注）

• VMware vSphere 6.7以降

• VMware vCenter Server 7.0および ESXi 7.0

• VMware vCenter Server 6.7（アップデート 3g以降）および ESXi
6.7（アップデート 1以降）

ハイパーバイザと
vCenter

• Google Chrome：70以降

• Mozilla Firefox：60以降

ブラウザ

4.1.0Cisco Crossworkデータ
ゲートウェイ（Cisco
Crosswork Data
Gateway）（Cisco
CDG）

• 5.7.6または 5.7.x以降のバージョンCisco Network Services
Orchestrator（Cisco
NSO） Cisco Network Element Driver（NED）

• Cisco IOS XR：

• CLI：7.40.1

• NETCONF：7.3.2、7.315、7.4.2、7.5.2、7.6、7.7.1

• Cisco IOS:

• CLI：6.77.9

使用するアプリケーションや機能によっては、追加の機

能パックが必要になる場合があります。詳細については、

『Cisco Crosswork Infrastructure 4.4 and Applications
Installation Guide』を参照してください。

（注）
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サポートされるバージョンソフトウェア

（Software）

Cisco IOS XR 7.7.1Ciscoセグメントルー
ティングパス計算要素

（SR-PCE）

特記事項

• CiscoCrossworkは、共有ストレージを備えた高可用性クラスタ（vSphereHA）に展開する
ことをお勧めします。

•管理対象デバイス、VMホスト、および VMは、時間同期の問題を回避するために同じ
NTPソースを使用する必要があります。

• DNSおよびNTPサーバーが適切に構成され、Crossworkクラスタで使用されるネットワー
クで到達可能であることをことを確認します。

•監査の目的で、Terminal Access-Control System Plus（TACACS+）、Lightweight Directory
Access Protocol（LDAP）、またはロールベースアクセスコントロール（RBAC）を使用
します。

•構成中に、CiscoCrossworkUIおよびCLIのユーザー名とパスワードをメモします。セキュ
リティが強化されているため、管理者パスワードを回復する唯一の方法は、ソフトウェア

を再インストールすることです。

• SR-PCE（L3トポロジ検出用）で動作させることが想定される状況では、デュアルSR-PCE
の使用をお勧めします。

• CSVファイルを使用して、デバイス、資格情報、およびプロバイダー情報を迅速にイン
ポートおよびオンボードします。
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既知の問題と制限事項

表 3 :既知の問題と制限事項

Cisco Crosswork内のコンテ
キスト

問題/制限事項

インストール
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Cisco Crosswork内のコンテ
キスト

問題/制限事項

Crossworkクラスタでは、内部通信に次の IP範囲が使用されま
す。これは変更できません。そのため、これらのサブネットは、

ネットワーク内のデバイスやその他の目的のために使用できま

せん。

Crossworkクラスタを分離して、すべての通信がクラスタ内にと
どまるようにすることをお勧めします。また、アドレス空間が、

外部統合ポイント（デバイスへの接続、Crossworkがデータを送
信する先の外部サーバーへの接続、NSOサーバーへの接続など）
と重複していないことも確認してください。

これは、クラスタのインストールとスタティックルー

トの追加に適用されます。

（注）

IPv4：

• 172.17.0.0/16：Dockerサブネット（インフラストラクチャ）

• 169.254.0.0/16：リンクローカルアドレスブロック

• 127.0.0.0/8：ループバックアドレス

• 192.88.99.0/24：予約済み。以前はリレーサーバーが IPv6over
IPv4を実行するために使用されました

• 240.0.0.0/4：将来の使用のために予約済み（以前はクラス E
ブロック）

• 224.0.0.0/4：MCAST-TEST-NET

• 0.0.0.0/8：現在のネットワーク、送信元アドレスとしてのみ
有効

IPv6：

• 2001:db8:1::/64：Dockerサブネット（インフラストラクチャ）

• fdfb:85ef:26ff::/48：ポッドサブネット（インフラストラク
チャ）

• fd08:2eef:c2ee::/110：サービスサブネット（インフラストラ
クチャ）

• fe80::/10：リンクローカル

• ::1/128：ループバックアドレス

• ff00::/8：IPv6マルチキャスト

• 2002::/16：予約済み。以前はリレーサーバーが IPv6over IPv4
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Cisco Crosswork内のコンテ
キスト

問題/制限事項

を実行するために使用されました

• 2001:0000::/32：Terredoトンネルとリレー

• 2001:20::/28：ORCHIDで使用され、IPv6ではルーティング
不可です

• 100::/64：破棄プレフィックス。Crossworkゼロタッチプロビ
ジョニングに適用されない特定のユースケースで使用され

ます

• ::/128：未指定のアドレス。ホストに割り当てることはでき
ません

• ::ffff:0:0/96：IPv4マッピングアドレス

• ::ffff:0:0:0/96：IPv4変換アドレス

アップグレード• CiscoCrosswork 4.4でインストールするノードの数は、Cisco
Crossworkの以前のバージョンのノードの数以上である必要
があります。

•デバイス管理および Cisco NSOに含まれるサードパーティ
製デバイスの設定は移行されないため、移行後に新しいバー

ジョンでその設定を再適用する必要があります。

• Cisco Crossworkの以前のバージョンで作成されたカスタム
ユーザーロール（読み取りと書き込み/読み取り）は移行さ
れないため、移行後に新しい Cisco Crossworkバージョンで
手動により再作成する必要があります。

• Cisco Crossworkの以前のバージョンで管理者権限を持つす
べてのユーザーロールが、アップグレード後も引き続き管

理者ユーザーとなるように、それらのユーザーロールに新

しい権限を割り当てる必要があります。

• CrossworkHealth Insights KPIアラートの履歴は、移行の一部
として維持されません。一部の KPIの新しい基準を確立す
るために、システムに時間を与える必要があります。これ

により、新しい基準が確立されるまで、誤ったアラームが

発生する可能性があります。

詳細については、『Cisco Crosswork Infrastructure 4.4 and
Applications Installation Guide』の「Upgrade Cisco Crosswork」の
章を参照してください。
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Cisco Crosswork内のコンテ
キスト

問題/制限事項

Device Management• IOS XEデバイスで NETCONF到達可能性がタイムアウトに
なることがあります。回復するには、NETCONF到達可能性
タイマーをより長いタイムアウト値（たとえば、120秒）に
増やします。

• Cisco Crossworkから APIを介してデバイスインベントリを
取得するとき、ページサイズとして 200を使用します。

• CiscoNSOLayeredServiceArchitecture（LSA）の場合、リソー
ス向けサービス（RFS）ノード間のデバイスの移行はサポー
トされていません。RFSノード間でデバイスを移動しよう
とすると、CiscoNSOで重複するデバイスエントリが作成さ
れます。重複の削除に関する詳細と手順については、『Cisco
Crosswork Infrastructure 4.4 and Applications Administration
Guide』の「Onboard and Manage Devices」の章を参照してく
ださい。

UI• [収集ジョブ（Collection Jobs）]ウィンドウで（左側にある）
ジョブリストが更新されるたびに、（右側にある）対応す

るジョブ詳細ペインを手動で更新する必要があります。

•タブまたはブラウザを閉じても、ユーザーセッションは終
了しません。ユーザーセッションを削除する唯一の方法は、

Crossworkからログアウトすること、または [ユーザー
（User）]ウィンドウ（[管理（Administration）]> [ユーザー
とロール（User and Roles）] > [アクティブセッション
（Active Sessions）]）からセッションを終了することです。

アラート（Alerts）• Cisco Crosswork Data Gatewayのアラーム、障害、エラー、
またはステータス表示は、VMノードまたはその動作状態に
反映されません。

•ストレステスト中にアラートサービスが応答しなくなるこ
とがあります。この間、Crossworkアプリケーションに関連
するアラートは生成されない場合があります。この場合、

Cisco Crossworkはサービスを自動的に再起動することでア
ラートを回復します。

• Cisco Crossworkオーケストレータを含むノードを再起動し
た場合、クラスタの正常性を表示できるようになるまでに

最大 10分かかることがあります。

Cisco Crosswork Infrastructure 4.4リリースノート
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既知の問題と制限事項

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/AdminGuide/b_CiscoCrossworkAdminGuide_4_4.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/AdminGuide/b_CiscoCrossworkAdminGuide_4_4.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/AdminGuide/b_CiscoCrossworkAdminGuide_4_4.html


Cisco Crosswork内のコンテ
キスト

問題/制限事項

トポロジ• L3リンクトポロジマッピングには PCEが必要です。

• L2リンクのダウンおよびアップステータスの変更をすばや
く受信するために、ルータでトラップを有効にします。こ

のようにしないと、L2リンクステータスの変更を確認する
のに 1回の SNMPポーリング（デフォルトの頻度は 5分に
1回）が必要になる場合があります。

高可用性• CiscoCrossworkでは、2つのハイブリッドノードの電源を同
時にオフにすることはできません。障害が原因でシステム

がハイブリッドノードを失った場合、できるだけ早く交換

する必要があります。

Crosswork Manager• Crossworkアプリケーションのマイクロサービスを再起動す
ると、再起動時にマイクロサービスが削除されたように見

える場合がありますが、アプリケーションは引き続き正常

なステータスを示します。

Cisco Element Management
System（EMS）サービス

•デバイスが到達不能になっても、障害サービスで
SWT_SWITCH_DOWNアラームが生成されません。

• ospfIfStateChange、ospfIfConfigError、ospfIfAuthFailure、
ospfIfRxBadPacket、および ospfTxRetransmitアラームのロー
カリゼーションは、1日目からループバックします。

スマートライセンス•まれに、登録が成功した後、[スマートライセンス（Smart
Licensing）]ページのライセンス承認ステータスが変更され
ず、評価モードで表示され続けることがあります。その結

果、評価タイマーが開始され、誤ったメッセージがユーザー

に表示されます。回避策として、製品を登録解除し、再度

登録してください。

製品に関する資料

次のドキュメントが、Cisco Crosswork Infrastructure 4.4.x用に提供されています。役に立つ関連
ドキュメントへのリンクについては、「Additional Related Documentation」を参照してくださ
い。

Cisco Crosswork Infrastructure 4.4リリースノート
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製品に関する資料



表 4 : Cisco Crosswork Infrastructure 4.4.xのドキュメント

内容マニュアルタイトル

このマニュアルCisco Crossworkインフラストラクチャ 4.4.0リ

リースノート

すべての Cisco Crossworkアプリケーションと
それらの共通インフラストラクチャの共有イ

ンストールガイド。内容：

•システム要件

•インストール前提条件

•インストール手順

•アップグレード手順

Cisco Crosswork Infrastructure 4.4およびアプリ
ケーションインストールガイド

すべての Cisco Crossworkアプリケーションと
それらの共通インフラストラクチャの共有管

理ガイド。内容：

•クラスタとデータゲートウェイの管理

•データ収集

•ハイアベイラビリティ

•バックアップと復元

•デバイスのオンボーディングと管理

•ゼロタッチプロビジョニング

•マップの設定

•ユーザー、アクセス、およびセキュリティ
の管理

•システムの正常性の維持

Cisco Crosswork Infrastructure 4.4およびアプリ
ケーションアドミニストレーションガイド

Cisco Crossworkインフラストラクチャで使用
されるオープンソースソフトウェアのライセ

ンスと注意事項のリスト。

Open Source Software used in Cisco Crosswork
Infrastructure 4.4

Cisco EMS Servicesで使用されるオープンソー
スソフトウェアのライセンスと注意事項のリ

スト。

Open Source Software used in Cisco EMS Services
4.1
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製品に関する資料

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/InstallGuide/b_cisco_crosswork_platform_4_4_and_applications_install_guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/InstallGuide/b_cisco_crosswork_platform_4_4_and_applications_install_guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/AdminGuide/b_CiscoCrossworkAdminGuide_4_4.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/AdminGuide/b_CiscoCrossworkAdminGuide_4_4.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/OpenSource/CiscoCrossworkInfrastructure_OpenSource_4_4_0.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-4/OpenSource/CiscoCrossworkInfrastructure_OpenSource_4_4_0.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/cloud-systems-management/CW-Common-EMS-Services/4-1/OpenSource/CrossworkCommonEMSServices_OpenSource_4_1_0.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/cloud-systems-management/CW-Common-EMS-Services/4-1/OpenSource/CrossworkCommonEMSServices_OpenSource_4_1_0.pdf


内容マニュアルタイトル

上級ユーザーは、製品 APIを使用して Cisco
Crosswork製品の機能を強化できます。APIド
キュメントは Cisco DevNetで入手できます。

APIに関するマニュアル

その他の関連ドキュメント

このセクションでは、Cisco Crosswork Infrastructureに関連する製品のドキュメントへのリンク
を示します。

• Cisco Crosswork Data Gateway 4.1

• Cisco Network Services Orchestrator 5.7.6

すべての Cisco Crosswork製品のドキュメントには、Cisco Crosswork Network Automation
Documentationでアクセスできます。

デモ

Crossworkの特徴と機能のデモに興味がある場合は、シスコのアカウントチームにお問い合わ
せください。このチームは、当社のデモクラウドリソースを活用してデモを手配できます。

バグ

CiscoCrossworkの使用中に問題が発生した場合は、こちらの未解決のバグのリストを確認して
ください。リスト内の各バグ IDは、詳細な説明と回避策にリンクされています。Ciscoバグ検
索ツールを使用してバグを検索できます。

1. [Ciscoバグ検索ツール（Cisco Bug Search Tool）]にアクセスします。

2. 登録している Cisco.comのユーザー名とパスワードを入力し、[ログイン（Log In）]をク
リックします。

[バグ検索（Bug Search）]ページが開きます。

Cisco.comのユーザー名とパスワードをお持ちでない場合は、こちらで登録できます。（注）

3. Cisco Crossworkのすべてのバグを検索するには、[製品（Product）]リストから [クラウド
およびシステム管理（Cloud and Systems Management）] > [ルーティングおよびスイッチン
グ管理（Routing and Switching Management）] > [Cisco Crosswork Network Automation]を選
択し、[検索対象（Search For）]フィールドに追加の条件（バグ ID、問題の説明、機能、
製品名など）を入力します。例：「Optimization Engine」または「CSCwc62479」

4. 検索結果が表示されたら、フィルタツールを使用して結果を絞り込みます。ステータス、
シビラティ（重大度）などでバグをフィルタ処理できます。

Cisco Crosswork Infrastructure 4.4リリースノート
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バグ

https://developer.cisco.com/docs/crosswork
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/crosswork-data-gateway/model.html
https://software.cisco.com/download/home/286323467/type/286283941/release/5.7.6
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/crosswork-network-automation/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/crosswork-network-automation/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-network-automation/4-4/OpenBugs/Cisco_Crosswork_Infrastructure_4_4_and_Applications_Open_Bugs.xlsx
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch
https://id.cisco.com/signin/register


結果をスプレッドシートにエクスポートするには、[Excelに結果をエクスポート（ExportResults
to Excel）]をクリックします。

（注）

アクセシビリティ機能

すべての製品マニュアルは、イメージ、グラフィック、および一部のチャートを除き、閲覧可

能です。音声、点字、または大きな文字の製品マニュアルが必要な場合は、Webでシスコユー
ザー補助チームにお問い合わせいただくか、accessibility@cisco.comに電子メールをお送りくだ
さい。

製品マニュアルをアクセス可能な形式に変換できなかった場合は、シスコカスタマーエクス

ペリエンスチームにお問い合わせください。

サポートとダウンロード

シスコのサポートとダウンロードWebサイトは、ドキュメント、ソフトウェア、ツールをダ
ウンロードするためのオンラインリリースを提供します。これらのリソースは、ソフトウェア

をインストールして設定したり、シスコの製品やテクノロジーに関する技術的問題を解決した

りするために使用してください。

シスコのサポートとダウンロードWebサイトのツールにアクセスする際は、Cisco.comのユー
ザー IDおよびパスワードが必要です。

詳細については、次を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html

追加情報の入手とサービスリクエストの送信

シスコの製品、サービス、テクノロジー、ネットワーキングソリューションに関する情報は、

さまざまなオンラインソースから入手できます。

•次の URLで、シスコの Eメールニュースレターおよびその他の情報にサインアップして
ください：

https://www.cisco.com/offer/subscribe

•ネットワーク運用の信頼性を高めるための最新のテクニカルサービス、アドバンストサー
ビス、リモートサービスについては、Cisco Customer Experience Webサイトにアクセスし
てください。次の URLからアクセスできます。

https://www.cisco.com/c/m/en_us/customer-experience

• Cisco Pressでは、ネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を発行しています。

http://www.ciscopress.com
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アクセシビリティ機能

https://www.cisco.com/c/en/us/about/accessibility/contact-accessibility-team.htmlaccessibility@cisco.com
https://www.cisco.com/c/en/us/about/accessibility/contact-accessibility-team.htmlaccessibility@cisco.com
mailto:accessibility@cisco.com
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://www.cisco.com/offer/subscribe
https://www.cisco.com/c/m/en_us/customer-experience
http://www.ciscopress.com


•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。
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追加情報の入手とサービスリクエストの送信

https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
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